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2009春闘集中回答指定日を終えての談話
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１．2009春季生活闘争(以下「2009春闘」という)は、“格差拡大社会”の中で生活関連の物価が上昇する一方、世界的な不況を受けて、自動車や電機等の業績が急激に悪化するという“逆風下”で闘っている。

こうした状況を踏まえ、連合は「共闘連絡会」の発足や、集中回答指定日前での決着を各産別に要請するなど、新たな試みも行ってきている。しかし、2009春闘の第一のヤマ場を終え、３月19日に連合が公表した賃上げ結果は、加重平均で5,830円であり、昨年と比べて541円下回っている。
この結果は、物価上昇分を確保し、個人消費を拡大させていくためには不十分と言わざるを得ない。
２．フード連合も参加し、３年目となった「有志共闘」は、21単組の賃金引上げの平均は1,035円、63単組の定昇込み金額は5,974円となっている。
きびしい交渉環境の中ですべての組合が賃金カーブ維持分を確保したうえで、一部の組合でベア・賃金改善を獲得した結果であり、「有志共闘」は、「産別・単組が『有志共闘』に参画したという責任を自覚し、使命感を強く持って交渉した結果である」と評価している。
３．フード連合の３月５日現在の平均賃上げ方式56組合の要求水準は8,853円であり、昨年の同時期集計を1,623円上回っている。フード連合の方針を踏まえ、マクロの視点を入れた要求を掲げて2009春闘を闘う姿勢がこの要求に示されている。
また、３月21日現在の妥結組合は36組合であり、加重平均で6,108円(2.11％)となっており、昨年の同時期と比べて18円の減となっているが、すべての組合が賃金カーブ維持分を確保している。また、18組合が平均して783円のベアや賃金改善をかちとっている。賃上げ以外では、休日の増加や時間外割増率の引き上げ、パートの賃金引上げ等をかちとった組合もある。

先行組合が「共闘」し、使命感を強く持って粘り強い交渉を行い、経営側の「ベアゼロ」の厚いカベを突き崩してきた結果である。
この間の各組合の精一杯の闘いに対して、改めて敬意を表するものである。

４．2009春闘は、今週以降３月末に向けて第二のヤマ場を迎える。

未解決組合や中小組合に対しては、先行組合がたたき出した妥結結果を踏まえ、賃金カーブ維持分に加えて、ベアや何らかの賃金改善を引き出し、実質賃金の維持と格差の是正分を獲得するよう交渉体制の強化を要請するとともに、業種部会や大手組合に対しては、中小組合やグループ企業の賃金交渉に対して支援体制を取っていただくことを要請する。
フード連合も、各組合の闘いを支援・強化していくため、引き続き、的確な情報発信と相場の波及に努めていく。
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